
みどりの将来像の実現に向けて、次のような考え方をふまえ、みどりづくりに取り組んでいきます。

（１）みどりが持つ多様な効果の活用

みどりには、私たちの暮らしを支える様々な効果があります。中でもみどりを活用することによる、

コミュニティ形成やにぎわいづくり、地域の魅力向上など、地域力を高める効果（媒体効果）に着目し

ていきます。

３．みどりの効果の活用と役割分担

やすらぎ・憩い

商業空間などでの花・樹木の活用が、
施設の集客向上や観光振興につなが
ります。

花・樹木の育成作業が、高齢者
などの健康増進や生きがいづく
りにつながります。

地域力を
高める効果
みどりの媒体効果

水源かん養や
生物多様性の確保

土砂災害防止や避難地確保
などの防災機能の向上ヒートアイランドの緩和

みどりの

存在効果

みどりの

利用効果

スポーツ・レクリエーション

都市景観の形成

地域の文化や自然を活かした体験
学習が、子どもの環境教育につなが
ります。

商業・観光

街かど花壇での緑化活動が、互いに
声を掛け合える安全なまちづくりに
つながります。

安 心

福 祉

教育・文化

校庭の芝生化への多様な主体の参加
など、みどりを活かした活動が地域
のコミュニティを育てます。

交流
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（２）府・市町村・府民・ＮＰＯ・企業などの役割分担

みどりの将来像を実現するためには、誰もが「みどりのまちづくり」の一役を担っていることを理解

し、行動に移していくことが大切です。府、市町村、府民、NPO、企業などがそれぞれの役割分担の

もと、連携・相互支援を図りながら、総合的にみどりづくりを推進します。

また、地域の特性や活動の主体、目的などに応じて、「自然」「ハード」「ソフト」の３つをバランス

よく組み合わせ、効果的・効率的なみどりづくりを展開します。

ソフト

ハード 自然

自然

ソフト

ハード

樹林、樹木、芝、草花などの

整備や既存のみどりの活用

みどりづくりに必要な施設の

整備や改善

管理・運営活動を支えるしくみ、

活動への参画や利活用を誘導する

しくみなど

市町村の役割

●公共空間を中心としたみどりづくり

・広域的なみどりづくりと整合のとれた計画や方針の策定

・都市施設や公共施設のみどりの充実

・制度等によるみどりの確保と適切な管理･運営

・府や近隣市町村等との連携による広域的なみどりづくり

●府民、ＮＰＯ、企業等への支援

・活動への支援やみどりづくりを誘導するしくみづくり

・参画を高める意識啓発や情報提供 等

府民、ＮＰＯ、企業等の役割

●民間活動におけるみどりづくり

・みどりの価値の共有と積極的な利活用

・敷地内や民間開発におけるみどりの保全･創出

・みどりを通じた経済活動や技術開発等の展開

●｢新たな公｣としての役割

・府民レベルでのみどりづくりのコーディネーター

・みどりの管理・運営への人的･資金的な参画

・意識啓発・情報提供・調査研究 等

地域の特性などに応じた

バランスのよいみどりづくり

府の役割

●広域的なみどりづくりの調整

・市町村との連携によるみどりづくりの推進・調整

・市町村事業との連携・支援等

・景観関連施策との整合

●公共空間を中心としたみどりづくり

・道路や公園などの都市施設や公共施設のみどりの整備

や管理

・制度等によるみどりの確保と適切な管理･運営

・新技術や地域在来種の活用などモデル・先導的な取組

●府民、ＮＰＯ，企業等への支援

・みどりづくりの誘導や活動を支援するしくみづくり

・参画を高める意識啓発や情報提供、調査研究 等
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